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❶
行
政
改
革
の
推
進
と
健
全
財
政
を

堅
持
し
ま
す
！

　

地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た
し
っ
か
り

し
た
町
の
運
営
を
行
う
た
め
、「
芦
北
町

行
政
改
革
大
綱
」
に
定
め
る
事
務
事
業
の

改
革
を
今
後
も
進
め
ま
す
。

　
「
町
民
視
点
の
改
革
」「
財
政
の
改
革
」

「
事
務
事
業
の
改
革
」「
組
織
体
制
の
改
革
」

「
職
員
の
意
識
改
革
」
を
改
革
の
柱
と
し

て
位
置
づ
け
、
21
年
度
ま
で
に
こ
の
目
標

達
成
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

❷
住
民
参
画
の
町
政
運
営
を
行
い
ま

す
！

　

町
民
の
み
な
さ
ま
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
強
化
し
制

度
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

❸
開
か
れ
た
町
政
を
推
進
し
ま
す
！

　

引
続
き
公
平
・
公
正
で
透
明
性
の
高
い

町
政
を
推
進
し
ま
す
。

❹
地
域
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
！

　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
の
活
性

化
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
積
極
的
な
参
画
を
図
り

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

❺
地
域
福
祉
の
充
実
を
堅
持
し
ま

す
！

　

多
種
多
様
の
高
齢
者
支
援
・
障
が
い
者

支
援
・
子
育
て
支
援
を
続
行
し
、
こ
の
実

施
に
努
め
ま
す
。

❻
環
境
立
町
を
目
指
し
、
そ
の
推
進

を
図
り
ま
す
！

　

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

わ
が
町
の
す
ば
ら
し
い
自
然
や
歴
史
・

文
化
を
将
来
の
子
ど
も
達
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
組
み
ま
す
。

❼
21
世
紀
を
勝
ち
抜
く
農
林
漁
業
の

振
興
に
努
め
ま
す
！

　

農
林
漁
業
は
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
17
年
に
「
芦
北
町
農
林
漁
業

振
興
懇
話
会
」
を
設
置
し
、
委
員
24
名
を

委
嘱
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
10
年
間

の
農
林
漁
業
の
総
合
的
指
針
と
し
て
「
芦

北
町
農
林
漁
業
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
そ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

❽
生
活
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
！

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
地
域
生
活
・

地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
道
路
な
ど

の
社
会
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

❾
教
育
・
文
化
・
国
際
交
流
の
振
興

を
図
り
ま
す
！

　
「
温
故
創
新
」
～
古
き
を
学
び
知
り
、

生
き
る
力
を
培
い
新
し
さ
を
創
る
～
こ
の

教
育
理
念
の
も
と
、
教
育
立
町
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

振
興
を
町
政
の
柱
と
し
て
、
そ
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

❿
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
！

　

地
域
住
民
の
知
恵
と
能
力
を
最
大
限
に

活
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て

お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

⓫
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
！

　

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
防
災
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
な
ど
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
防
災
意
識
の
高
揚
や
啓
発
と
と

も
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
取
組

み
ま
す
。

広報あしきた　２３　広報あしきた

芦
北
新
時
代
宣
言

　
　
　
　
　
〜
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
よ
り
〜

第
２
期  

竹
﨑
町
政
始
動

　
　

就
任
あ
い
さ
つ

　

平
成
17
年
１
月
１
日
、
新
芦
北
町
が
誕
生

以
来
、
５
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
お
蔭
様

で
大
き
な
混
乱
も
な
く
順
調
な
行
政
運
営
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
先
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
当
選
と
い
う
栄
に
浴
し
、
１
月
23
日

付
け
を
も
っ
て
合
併
２
期
目
の
町
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆

様
の
御
支
援
・
御
厚
情
の
賜
で
あ
り
、
改
め

て
こ
こ
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

新
世
紀
初
頭
に
当
た
り
、
時
代
の
変
遷
と

社
会
構
造
の
変
革
と
と
も
に
地
方
分
権
が
実

行
の
と
き
を
迎
え
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に

こ
た
え
る
べ
く
、
両
町
は
合
併
と
い
う
道
を

選
択
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、

旧
両
町
民
は
力
を
合
わ
せ
、
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
、
目
指
す
町
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
新
町
建
設
10
か
年

計
画
と
私
が
示
し
た
「
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」
と
の
整
合
を
図
り
、
県
下
に
誇
る
健

全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
中
期
計
画
を
実

行
に
移
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
旧
芦
北
町
長
、
合
併
初
代
町
長
と

し
て
の
実
績
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と

に
、
２
万
町
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
責
任

の
重
、
且
つ
大
な
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず
、

初
心
に
返
り
「
い
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
他
に
誇
れ
る
町
を
つ
く
る
た

め
」、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
す
べ
て
は
子
供

達
の
た
め
に
」
百
般
の
政
策
・
事
業
を
展
開

し
、「
品
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
勇
往
邁

進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
こ
た

え
る
べ
く
、
こ
こ
に
「
芦
北
新
時
代
」
を
宣

言
し
、
こ
ん
身
の
情
熱
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

１
月
18
日
に
行
わ
れ
た
芦
北
町
長
選
挙
で
竹
﨑
一
成
氏
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で

宮
内
道
則
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
促
進
施
設
落
成

体験交流室（大）

体験交流室（小）
研修室１

研修室２

研修室３

調理室

休憩コーナー 休憩コーナー

休憩コーナー

ホール

ホール

男子便所 女子便所

シャワー室 シャワー室

　

平
成
20
年
２
月
21
日
か
ら
建
設
中
で

あ
っ
た
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
促
進

施
設
（
通
称
：
交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
完

成
し
、
落
成
式
が
２
月
５
日
（
木
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
佐
敷
体
育

館
の
老
朽
化
に
伴
い
建
て
替
え
を
行
っ

た
も
の
で
す
。町
民
総
合
セ
ン
タ
ー（
し

ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
）
と
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
の
施
設
間
の
更
な
る
利
便
性

を
高
め
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
や
町

民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
農

林
水
産
省
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
に
よ
り
町
民
総

合
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
熊
本
県
の
く
ま
も
と
ア
ー

ト
ポ
リ
ス
事
業
の
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

区分 利用区分 使用料

体験交流室（大）
全面利用 1 時間当たり

体験交流 500 円
スポーツ・レクリエーション 500 円
その他 1,500 円

部分利用 一般利用
（１時間当たり） １/ ４面 300 円

体験交流室（小） 一般利用（１時間当たり） 300 円
研修室１ １団体（１時間当たり） 500 円
研修室２ １団体（１時間当たり） 200 円
研修室３ １団体（１時間当たり） 300 円
調理室 １団体（１時間当たり）　※ガス代含む 500 円
宿泊利用 １人当たり　※未就学児は無料とする 500 円

附属設備
空調設備

体験交流室（大） １時間当たり 2,000 円
研修室１ コインタイマー（１時間当たり） 400 円
研修室２・３ コインタイマー（１時間当たり） 200 円
調理室 コインタイマー（１時間当たり） 400 円

音響設備 放送器材 １式１回 500 円

使　用　料

※
交
流
セ
ン
タ
ー

　

ご
利
用
の
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
）

☎
８
２
ー
５
８
５
８

通
称
：
交
流
セ
ン
タ
ー

施設概要
・体験交流室（大）　　６８４㎡
・体験交流室（小）　　　９８㎡
・研修室１　　　　　 　 ４０㎡
・研修室２　　　　　  　１５㎡
・研修室３　　　　　  　２５㎡
・調理室　　　　　　  　３０㎡

総事業費　４億５, ３０７万９千円
（内訳）    農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

　　　　　　　　　　　　　1 億 9,072 万 9 千円
　　　　合併特例債　　　　2 億 4,900 万円
　　　　一般財源　　　　　　　1,335 万円

体験交流室（大）

調理室 研修室３

★特徴
　県産材のスギ集成材を竹かご状に編んだドーム
　形の屋根で、日本初の構造となっています。



　

私
は
日
本
へ
来
て
、
特
に
熊

本
県
の
芦
北
町
へ
音
楽
の
勉
強

に
来
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。
芦
北
町
は
大
き
く
て
き
れ

い
で
す
。
そ
し
て
安
全
な
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
た
く

さ
ん
の
い
い
所
へ
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

と
会
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
今
日
ま
で
、

湯
浦
小
学
校
で
音
楽
を
勉
強
し

ま
し
た
。
音
楽
の
勉
強
は
と
て

も
楽
し
い
で
す
。
で
す

か
ら
、
私
は
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

だ
上
手
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
大
変
う
れ
し
い

で
す
。

　

日
本
で
は
た
く
さ
ん

い
い
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

日
本
の
文
化
、
生
活
、

教
育
に
つ
い
て
で
す
。

私
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
全
部
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
持
っ
て
帰
っ
て
使

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
音

楽
の
知
識
は
、
帰
っ
て
か
ら
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
教

え
ま
す
。

　

最
後
に
芦
北
町
の
み
な
さ
ん

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
５
か
月

間
私
の
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
は
み
な
さ
ん
の
親

切
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報あしきた　６７　広報あしきた

松崎シキさん満 100 歳

　１月２０日（火）、新清苑に入所されてい
る松崎シキさんがめでたく満１００歳を迎え
られました。お祝いに訪れた本村副町長が長
寿の慶祝金を贈り、お祝いの言葉をかけると、

「ありがとうございます」とお礼の言葉を述
べられました。松崎さんは、ともてお元気で
当日は歌を披露されました。
　いつまでも元気にお暮らしになることをお
祈りします。

アマモ場再生の講演会

　１月１０日（土）、きずなの里において、
八代海アマモ場、ガラ藻場再生に関する講演
会が県内から約６０人が参加して行われまし
た。鹿児島大学水産学部山本智子准教授や神
奈川県水産技術総合センター工藤孝浩主任研
修員の講演がありました。
　アマモ場やガラ藻場は魚の餌場や産卵場
所、幼稚魚にとっては外敵から身を守る隠れ
場ともなり、水質浄化や底質浄化の役割も
担っています。

　

高
校
生
文
芸
の
「
第
23
回

全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン

ク
ー
ル
」（
社
団
法
人
全
国

高
等
学
校
文
化
連
盟
外
主

催
）
で
八
代
高
等
学
校
２
年

の
平
江
智
江
充
さ
ん（
白
岩
）

が
短
歌
部
門
で
最
優
秀
賞
・

文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の

高
校
生
か
ら
広
く
文
芸
作
品

を
募
集
し
、
日
本
語
の
力
と

表
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
の

関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ

り
学
校
に
お
け
る
文
芸
創
作

活
動
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。　

平
江
さ
ん
は
「
受

賞
が
決
ま
っ
た
時
は
、

驚
き
、
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
賞
を
い

た
だ
い
て
、
先
生
や

文
芸
部
な
ど
周
り
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
短

歌
は
趣
味
と
し
て
楽

し
く
や
っ
て
い
き
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

わ
が
心
見
つ
め
る
こ
と
に
疲
れ
き
て

　
　
　
　
　
凪な

ぐ
海う

な
ば
ら原
に
胸
ひ
ら
き
お
り

第２３回全国高等学校文芸コンクール短歌部門

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
　
　
　
　

平
江
智
江
充
さ
ん

　環境美化活動や社会奉仕活動などを長年続
けて地域に貢献する団体や個人に対して贈ら
れる第９８回熊日緑のリボン賞を田浦保育所
が受賞しました。
　受賞した田浦保育所は、７年前から空缶の
プルタブを集め、その益金で車いすを贈る運
動を続けています。

　

１
月
11
日
（
日
）、
県
内
で
最

も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
59

回
熊
日
三
太
郎
駅
伝
競
走
大
会

が
、水
俣
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
、
６
区
間
（
中
学

生
は
10
区
間
）４
０
・
９
km
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
水
俣
・
葦
北
郡
市

か
ら
、
一
般
７
、
高
校
３
、
中
学

９
の
合
計
19
チ
ー
ム
が
出
場
。
各

部
門
と
も
単
独
チ
ー
ム
で
タ
イ
ム

を
競
い
、
一
般
は
単
独
の
ほ
か
、

Ａ
・
Ｂ
両
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム

で
総
合
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　

芦
北
町
か
ら
は
、
一
般
の
部
に

芦
北
町
Ａ
・
Ｂ
、
高
校
の
部
に
芦

北
高
校
、中
学
校
の
部
に
田
浦
中
、

佐
敷
中
、
湯
浦
中
が
出
場
し
、
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

成績
【一般総合】

①水俣市　４時間４８分５８秒
②芦北町　４時間５０分２９秒
③津奈木町　５時間１９分５９秒

【一般チーム別】
①水俣Ａ　２時間２０分１８秒
②芦北Ａ　２時間２２分３６秒
③芦北Ｂ　２時間２７分５３秒

【高校】
①水俣高校　２時間２０分２０秒
②芦北高校　２時間３２分２５秒
③水俣工業高校　２時間４４分０６秒

【中学】
①水俣二中　２時間２７分２４秒
②袋中　　　２時間２８分１１秒
③湯浦中　　２時間３０分３１秒
④佐敷中　　２時間３２分００秒
⑧田浦中　　２時間４４分５６秒

熊日三太郎駅伝
第５９回

熊日緑のリボン賞

受賞を記念して写真撮影

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
か
ら
の
研
修
生

　
　
　
　
　
キ
ン
・
ラ
ー
さ
ん
帰
国

湯浦小児童との別れ
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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

《
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
》

❶
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

❷
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

❸
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

❹
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

❺
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

❻
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

❼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
等

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た

●
い
つ
か
ら

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
そ
れ

以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

●
設
置
場
所
は

　

普
段
就
寝
に
使
う
部
屋
（
寝
室
）
に

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
、
寝
室

と
階
段
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
寝
室
が
１
階
の
場
合
は
、
階
段

や
廊
下
へ
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
）

●
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
を

　

消
防
職
員
が
直
接
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特
定
の

業
者
に
商
品
を
斡
旋
し
た
り
、
販
売
を

依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　防災行政無線受信機を各家庭に設置して１年が経過し、内蔵されている停電
対応用の乾電池が交換時期を迎えます。
　電池切れランプが赤色に点滅し、放送終了後にピーピー、ピーピー、ピーピー
と３回鳴る場合は、電池切れですので、早めの交換をお願いします。
　なお、取替方法は、使用説明書をご覧下さい。

防災行政無線受信機の電池交換のお願い

乾電池収納箇所

※交換用乾電池は、各世帯
で準備して下さい。

芦北町環境基本指針（案）
に関する意見を募集します

※お問い合わせ
　環境衛生課地域環境係　☎ 82-2511（内 161）

◉募集案件名
　　芦北町環境基本指針（案）
◉意見募集の目的
　本町では、快適な環境の創造を図るための施策の基本的な考え方となる環境基本指針の策定作業
を進めています。策定に当たりましては、町民の意向を把握するための「芦北町の環境に関する町
民アンケート調査」を行い、庁内に設置しました芦北町環境基本計画・検討推進委員会において素
案検討を行ってきました。この度、その案がまとまりましたので、快適な環境の創造に向けて町民
のみなさんの考えを指針へ反映させ、町民総参加で取り組む環境づくりにつながることを目的に意
見を募集するものです。なお、この指針をもとに基本計画を策定します。
◉募集期間
　平成２１年２月１３日（金）〜３月２日（月）
◉意見を提出できる人（団体）
　1）町内に住所を有する人
　2）町内に事務所、事業所を有する人（団体）
◉原案の入手場所
　1）芦北町ホームページ
　2）芦北町役場環境衛生課
　3）芦北町役場田浦基幹支所
◉意見の提出方法
　所定の様式により住所、氏名、電話番号を記入のうえ、下記のいずれかの方法で提出してくださ
い。提出していただく意見に責任をもっていただく観点から、様式で住所、氏名が未記入の場合も
しくは電話または来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
　1）役場窓口までの持参　⇒　環境衛生課または田浦基幹支所の窓口にご持参ください。
　2）郵送による送付　⇒　〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015　芦北町役場環境衛生課
　3）ファックスによる送信　⇒　ファックス番号　82-2893
　4）電子メールによる送信　⇒　メールアドレス　kankyoueisei@town.ashikita.lg.jp
◉回答
　寄せられたご意見は、これに対する町の考え方と合わせて芦北町のホームページ上で公表します。
個別の回答はいたしません。また、単なる賛否の意見、指針案と関連がないと思われるもの、公表
することにより他に利害を及ぼすおそれがあるものについては公表しないことがあります。
　回答に当たりましてはご意見を出された方の住所、氏名は公表しません。

芦北町黒崎霊苑の使用者募集
　御立岬近くの閑静な高台に霊苑を開設しています。霊苑に墳墓を建てたい方を募集します。
◆名称　黒崎霊苑（くろさきれいえん）
◆区画数　６０区画（1 区画１０㎡　2.5 ｍ× 4 ｍ）
◆募集期間　２月２日（月）〜２月２７日（金）
◆応募の方法　環境衛生課又は田浦基幹支所に備付けの申請書に所定事項を記入の上、本籍が分か
　る住民票の写しを添えて提出してください。
◆応募できる方　①芦北町に住所を有する人で祖先の祭祀をつかさどる方
　　　　　　　　②本町に住所を有しない場合は、町内に住所を有する代理人を定められる方
◆区画の割当　区画位置の希望は受け付けません。受付順で､ 町が指定した区画とします。
◆永代使用料　1 区画　３００，０００円
◆その他　応募者数が予定区画数に達した時点で募集を締め切ります。
※お問い合わせ　環境衛生課地域環境係　☎ 82-2511（内 161）

皆さまのご意見を

募集します
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固定資産税　　　４期
国民健康保険税　６期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

２月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　　３月　２日（月）
●口座振替日　　２月２５日（水）

広報あしきた　10

田浦子育て支援センター　３月の行事
　３日（火）ひなまつりを楽しもう（ひな飾りの製作他）
　６日（金）お別れ遠足（坂本村・わいわいパーク）
１０日（火）製作をしよう
１７日（火）身体測定・誕生会（クッキング）
１８日（水）みんなで作ろう
　初めての方も気軽に参加できますのでどうぞおいで下さい
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）　☎８７−００３４

お
知
ら
せ

　

環
境
セ
ン
タ
ー
３
月
の
イ
ベ
ン
ト

【
春
の
こ
ど
も
ま
つ
り
】

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
好
評
の
体
験
学
習（
リ
・

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、
紙
す
き
、
恐
竜
化
石
の
レ

プ
リ
カ
づ
く
り
な
ど
）
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
期
日　

３
月
20
日
（
金
・
祝
日
）

▼
時
間　

10
時
～
15
時
30
分

▼
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー

【
希
少
野
生
動
植
物
と
恐
竜
展
】

▼
期
間　

３
月
１
日
（
日
）
～
31
日
（
火
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
２
ー
２
０
０
０

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

あなたは特定健診を受けましたか？
　　　　　　　　　　　　～平成２０年度の健診結果から～

　平成２０年４月から増え続ける医療費を抑制し、より効果的に生活習慣病を予防
することを目的に「特定健康診査・特定保健指導」が始まりました。これは、生活
習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームに着目した健診を実施し、その結
果から危険因子の程度に応じて「動機づけ支援＝メタボリックシンドロームのリス
クが出始めた人向けの保健指導」と「積極的支援＝メタボリックシンドロームのリ
スクが重なっている人向けの保健指導」という生活習慣病予防のための保健指導を
実施するものです。
　芦北町国民健康保険被保険者の方は、平成２０年４月から１２月までに１，２９３人が受診し、
その結果、７２人が特定保健指導を利用され、現在、生活習慣の改善に取り組んでおられます。
特定健診を受診された１，２９３人の健診結果を健診項目別にみると、「ヘモグロビンＡ１ｃ（過
去１〜２ヶ月の血糖の状態をみる）」で判定基準を超える方の割合が最も多く６０．６％、次いで、

「ＬＤＬ（悪玉）コレステロール」、「最高血圧」の順で判定基準を超える方が多くなっています。
　また、特定保健指導対象者は動機づけ支援、積極的支援とも男性の方が多く、なかでも４０代
男性の積極的支援対象者が多くいます。
　高血糖や高血圧の状態は、自覚症状はなくとも血管を傷つけ、将来、脳や心臓、腎臓などに影
響を及ぼす危険のあるものです。
　特定健診は生活習慣を振り返る機会ととらえて、自覚症状がなくても、年に１度は必ず受診す
るようにしましょう。

　
食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

▼
期
日　

３
月
10
日
（
火
）

▼
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　

八
幡
宮
参
集
殿
（
水
俣
市
）

▼
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
会
員
）

　
　
　
　
　

５
０
０
０
円
（
非
会
員
）

▼
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

▼
申
込
締
切　

２
月
25
日
（
水
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
地
区
食
品
衛
生
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
水
俣
保
健
所
内
）

　

☎
６
３
ー
３
８
９
１

　

就
業
支
援
相
談
と
労
働
相
談
窓
口

　

未
曾
有
の
経
済
危
機
の
中
、
県
内
で
も
、

非
正
規
労
働
者
を
中
心
と
し
た
多
数
の
解
雇

や
雇
い
止
め
を
は
じ
め
、
学
生
へ
の
内
定
取

り
消
し
の
発
生
な
ど
雇
用
情
勢
が
悪
化
し
、

職
を
失
わ
れ
た
方
々
の
み
な
ら
ず
、
現
在
働

い
て
い
る
方
々
に
お
い
て
も
、
将
来
に
つ
い

て
の
不
安
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
失
業
し
た
人
な
ど
へ
の

就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
の
強
化
と
し
て
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
回
数
を
増
や
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
解
雇
や
雇
い
止
め
、
労
働
条
件
の

悪
化
な
ど
に
関
す
る
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
様
々
な
労
働
相

談
に
つ
い
て
、
中
立
の
立
場
か
ら
専
門
の
相

談
員
が
助
言
を
行
い
ま
す
。

※
利
用
時
間　

９
時
～
19
時
（
土
日
祝
日
も
受
付
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
業
支
援
相
談

　

☎
０
９
６
ー
３
５
５
ー
２
２
２
４

　

労
働
相
談

　

☎
０
９
６
ー
３
５
２
ー
３
６
１
３

　
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
夏
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
棟
及
び
本
館
の
耐
震
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で
研
究

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
外
来
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
当
面
の
間
、
明
神

町
の
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
希
望
の
方

は
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
時
間　

月
曜
日　

９
時
30
分
～
14
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
日　

９
時
30
分
～
12
時

※
お
問
い
合
わ
せ

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
３
ー
３
１
１
１

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

　
ま
し
ょ
う

　

平
成
21
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加

入
受
付
が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
の
方
々
で

加
入
で
き
ま
す
。
団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団

体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠
償
責

任
保
険
・
共
済
見
舞
金
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
ー
２
１
３
ー
９
０
１
５

　
お
い
し
い
「
お
れ
ん
じ
列
車
」

　

芦
北
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
、
作
っ
た
自
慢

の
不
知
火
（
デ
コ
ポ
ン
）、
農
産
加
工
品
を

快
速
列
車
内
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

▼
期
日　

２
月
21
日
（
土
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社

　

☎
０
９
６
５
ー
３
２
ー
５
６
７
８
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靄
の
中
か
し
わ
手
透
る
初
詣
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

子
ら
待
ち
て
家
風
と
な
り
し
鶏
雑
煮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

水
仙
の
懍
と
清
し
き
霜
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

フ
ェ
ン
ス
に
這
う
か
ら
す
瓜
夕
陽
あ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ミ
ツ
オ

寒
そ
う
な
湖
面
が
映
す
逆
さ
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

【
芦
北
短
歌
会
】

成
長
の
証
な
り
に
し
子
供
ら
の
写
り
し
賀
状
年
々
に
減
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
佐
智
子

恙
な
く
米
寿
む
か
え
る
夫つ

ま

囲
む
家う
か
ら族
集
い
て
宴
な
ご
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
美
佐
子

丑
年
に
ち
な
み
し
色
紙
「
福
」
を
背
に
描
き
し
牛
の
水
彩
と
ど
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
和
江

デ
パ
ー
ト
に
つ
づ
く
ホ
テ
ル
に
年
を
越
す
止
ま
る
時
な
き
福
袋
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
頭
圭
子

三
四
郎
飲
み
た
る
と
い
う
赤
酒
を
屠
蘇
酒
と
信
じ
て
肥
後
人
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
本
史
子

パ
ン
の
耳
の
み
に
一
日
の
命
継
ぐ
と
歌
詠
み
し
人
ホ
ー
ム
レ
ス
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
住
子

鳩
す
ず
め
餅
を
啄
ば
む
冬
の
田
に
七
草
の
芹
畦
道
に
萠
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
よ
し
子

東
洋
の
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
と
う
曽
木
の
滝
佇
む
我
に
飛し

ぶ
き沫
及
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
良
祐
子

半
年
の
成
長
し
る
き
幼
等
は
は
に
か
み
つ
つ
も
年
賀
を
言
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
良
子

霜
枯
れ
の
庭
に
蝋
梅
ひ
そ
と
咲
き
香
り
は
仄ほ

の

か
春
さ
そ
う
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
道
子

広報あしきた　12

芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０俳

柳

短

歌

人 口　　　　２０，６５３人　　（ー２９）　
男 　　　　　９，６４０人　　（−１９）
女 　　　　１１，０１３人　　（ー１０）

65 歳以上　　　　　７，１４４人　　（＋３）
高齢者率　　　　　　３４．６％　　（＋０．１）
世 帯 数　　　　７，６４８世帯　　（＋６）

人口のうごき（H21.2.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お誕生日おめでとう
H21.1.1 〜 1.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

才新　麻
ま や

綾　 １２．２５　 女　　知　秋　　天月
山之内　煌

こう

　 １２．２５　 男　　　淳　　　海浦１
田中　千

ち は る

陽　 　１．  ４　 女　　照　也　　乙千屋
福田　椿

つ ば き

姫　　 １．  ７　 女　　大　介　　湯南団地
園田　琉

る い

依　　 １．  ８　 女　　浩　史　　湯浦南
井上　真

ま お

緒　　 １．  ８　 女　　真　樹　　花岡西
西川　陽

は る ま

馬　　 １．１０　 男　　大　樹　　田浦町１
入江　日

ひ ま り

葵　　 １．１６　 女　　洋　輔　　湯南団地
白濱　紗

さ え

恵　　 １．２０　 女　　和　郎　　田浦１

ご冥福をお祈りします
H21.1.1 〜 1.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　
　１．  ３　　　  畑野　義光　　　８６　　小田浦２
　１．  ４　　　  柿﨑　彌三𠮷　　９２　　大尼田
　１．  ６　　　  山下　真二　　　４５　　宮浦
　１．  ６　　　  松﨑　スミ子　　７６　　計石東
　１．  ６　　　  白﨑　末雄　　　８３　　白木
　１．  ７　　　  松﨑　明　　　　８６　　大岩一
　１．  ９　　　  古田　キヌエ　　８１　　古石北
　１．  ９　　　  吉住　茂之　　　７６　　新町
　１．１２　　　  白川　侃二　　　７６　　湯浦北
　１．１２　　　  大菅　サワ　　  １００　  田浦２
　１．１３　　　  岩間　末満　　　８５　　古石北
　１．１４　　　  田上　ミツモ　　９８　　米田
　１．１４　　　  城戸　友市　　　８１　　白岩
　１．１５　　　  清水　シヅ子　　７８　　小田浦２
　１．１７　　　  兼田　ナツエ　　９０　　黒岩
　１．１８　　　  福島　髙夫　　　８２　　井牟田２
　１．１９　　　  下村　拓郎　　　１９　　國見
　１．１９　　　  平生　ミツヨ　　６８　　花岡東
　１．２０　　　  成松　キミエ　　８７　　計石西
　１．２２　　　  村元　等　　　　７７　　田川
　１．２５　　　  宮口　俊男　　　８２　　乙千屋
　１．２６　　　  西尾　綾子　　　８２　　田浦町３
　１．２６　　　  永　時雄　　　８７　　田浦４
　１．２６　　　  坂本　知子　　　５５　　國見
　１．２７　　　  野口　幸枝　　　５９　　平生
　１．２７　　　  谷口　房利　　　８６　　丸山
　１．２７　　　  高島　ハルエ　　９１　　花岡東
　１．２９　　　  宮本　ヨシエ　　９１　　芦北
　１．２９　　　  板床　正光　　　７６　　海浦２
　１．２９　　　  大 　サガ　　　９７　　田浦２
　１．３１　　　  古田　ミツエ　　９３　　高岡南
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

寒い日がまだまだ続きます
あなたのお宅の日頃の備えは大丈夫？

主に点検してほしい点

・ストーブやコンロは壁やカーテン、他の家具から十分に離れていますか？
　燃えやすい物が近くにありませんか？ 

・ストーブの上に洗濯物を干したり、コンロの周りにふきんを干したりしていませんか？ 

・仏壇のローソク、線香のそばに燃えやすい物を置いていませんか？
・灰皿にタバコの吸い殻がたまっていませんか？　

　寝タバコ用に枕元に置いていませんか？
・燃えにくい衣類を使用していますか？　

　袖や胸元に余裕のあるものは燃え移り易いので注意しましょう。

　みなさんのご家庭でもこのような事を点検されてみてはいかがでしょうか？

平成２０年芦北町火災、救急発生状況（発生状況の詳細は次号に掲載します。）
火災件数　　１５件
救急件数　６８５件

～振り込め詐欺被害防止～
振り込め詐欺の被害が後を絶ちません。
芦北町においてもオレオレ詐欺の電話が架かってきたり、架空請求
詐欺の被害に遭いお金を騙し取られる被害が発生しています。
被害に遭うのは高齢者だけとは限りません。
犯人に負けない『知恵と知識』を身に付けましょう。

オレオレ詐欺 融資保証金詐欺

・「電話番号が変わった」と聞いたら、詐欺と疑え

・振り込む前に、相談すべし

・家族で、合言葉を決めるべし

・金融会社からのダイレクトメールは詐欺と疑え

・「低金利」「ブラック OK」は全て嘘と思え

・融資を受ける前に送金するべからず

還付金等詐欺 架空請求詐欺

・ＡＴＭで、還付金の返還はないと思え

・振り込む前に必ず相談すべし

・携帯電話の指示に従うべからず

・ハガキが来ても、無視すべし

・相手に電話、メールをするべからず

・振り込む前に相談すべし

振り込め詐欺被害防止「虎の巻」
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／
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発
行

日
／

平
成

２
１

年
２

月
１

２
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
秀

文
社

印
刷

所

２
０
０
９

2
月

　N
o.50

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

作品名「ぺんぺん草」

「
詩  

画  

作  

品  

募  

集
」

▼
募
集
部
門　

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
・
一
般
の
部

▼
応
募
要
項　

❶
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
（
27
㎝
×
38
㎝
）
以
下　

❷
画
用
紙

（
縦
横
自
由
）
に
絵
を
描
き
、
詩
又
は
文
章
を
必
ず
添
え
て
く
だ
さ
い
。

❸
作
品
の
裏
に
作
品
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
記
入
し
た
紙

を
必
ず
貼
り
付
け
て
く
だ
さ

い
。　

❹
一
人
何
作
品
で
も

応
募
で
き
ま
す
。
必
ず
１
作

品
ご
と
に
③
の
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。　

❺
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は

主
催
者
へ
帰
属
し
ま
す
。　

❻
創
作
作
品
と
し
ま
す
。（
星

野
富
弘
作
品
を
模
倣
し
た
も

の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

▼
テ
ー
マ　

自
由
（
植
物
・

花
・
果
物
・
動
物
な
ど
）

▼
募
集
締
切　

３
月
19
日
必

着
（
郵
送
又
は
持
参
）

▼
賞　

最
優
秀
賞
（
各
部
門

毎
に
１
点
）、
優
秀
賞
（
各

部
門
毎
に
２
点
）、
審
査
員
特
別
賞
（
各
部
門
毎
に
３
点
）

入
賞
作
品
は
、
当
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。

※
応
募
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ　

　

〒
８
６
９
ー
５
５
６
３　

葦
北
郡
芦
北
町
大
字
湯
浦
１
４
３
９
ー
２

　

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館　

☎
８
６
ー
１
６
０
０

　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
の
ホ
ー
ル
や
玄

関
、
駐
車
場
で
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
晴
れ

着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
同
級
生
と
の
再
会

を
喜
び
合
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
竹
﨑
町
長
が
「
世
界
に
視
野
を
広

げ
、
我
が
国
を
正
し
く
見
つ
め
、
世
界
の
中
の

日
本
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
、
日
本
の

中
の
我
が
郷
土
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、そ
し
て
、

出
発
点
で
も
あ
る
自
分
自
身
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
真
剣
に
考
え
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
も
玄
関
前
な
ど
で
記
念
写
真
を
撮
っ

た
り
す
る
姿
が
い
つ
ま
で
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
11
日
（
日
）、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
平
成
21
年
芦
北
町
成
人
式
が
行

わ
れ
、
２
６
７
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

決
意
も
新
た
に
　
〜
芦
北
町
成
人
式
〜

１月２８日、大川内の湯浦川支流
１ 番 ボ タ ル 発 見

★熊日新聞（1 月 29 日付）、西日本新聞
　(1 月 30 日付）に掲載

ヘイケボタル（メス）


